






要約:アトピー性皮膚炎や気管支喘息,鼻アレルギーなどのアルレギー疾患はアレルギー反

応にもとづく疾患であるが,その症状発現には心理的要因も大きく関わっている。その慢性

の経過により,一部は思春期から成人にまでもちこす症例もあり,特にこのような症例では

心理的な面からのアプローチも重要となってくる。小児において母親に対する心理的なア

プローチにより,患児の臨床症状と生活状況との相関への気づきを促すことにより,慢性化

した症状を軽快させることができる。 


